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て成立した労働科学は， いわゆる L基礎科学1 ではなくて. ")J" 

1完"，:1':I'Jlや労働問題の解決とし、う現実|問題につらなる L応用科

学1 であるため， すぐれて笑践的な性絡を負わされて くること

も当然であるといわねばならない。

労働科学の具体相 つぎにこういう性絡と榊造とをもった労

働科学が，国鉄企業の営みのなかで直面する主主Eな問題には

1 まず第一に適性の 1M]闘がある。俗にいわれるように，わ

れわれには得手 ・ 不得手があり ， したがって仕事に対する I~U • 

不向がある以上， 仕事が必裂とする能力を備えた人を選ぶ手絞

きを欠くわけにはゆくまい。それてe従来から行われてL 、た L採

用 l時(\.ll康診断1 ーこれは一応医学的i菌性検査とみなすことがで

きるーとあわせて. 11日和 23 年以降，心理学的適性検査をも行

うことになった。その内容はわれわれがとくに新たに編成した

知能検査 と . L作業素質検査1 とし、う名の性格検査とであるが，

いずれも応募者の性能が国鉄労働の必要とする最低基準をみた

しているかどうかを知lらうとする L一般適材 2量級1 の段階のも

のであるといえる。しかしそうとう大腕な， 人間の可観性とい

うことを考慮に入れても，特定な業主主についてはもっと特殊な

検査が必姿になるであろう。

なお巡転考査における機能検査もまた， この系列の 11IJ U!]と 考

えてよい。なんとなれば，われわれの心身の俊tfÉはけっして不

変のものではなく. L今1 の適絡も年齢という自然の経過や病

気とし、う生命過程の~ìしれによって， しらずしらずの問に. L将

来1 の不適格となるかもしれないからである。まして主li!1足以l係

の業務では，そうした不適絡が~)l:，1Xにつながる可能性はより波

厚であるし，その結'*もきわめて泌刻なものとなることを思え

ば，この検査の意義はあまりにも明らかである。

2 こうしてせっかく医l鉄の作業にふさわしい人々を選んだ

からには， これらの人々がし、つも 1nf，病息災で，強い労働;区欲を

もって仕事に打込めるような労働条件をととのえていくのでな

ければ芯味がない。このための大前提は， いうまでもなく . I早

日のあるいはある周期の労働負姐を，それにひきつづく休義一

|睡眠を中絞とする休息と，栄養とーで十分に回復できる限度内

にとどめることである。すなわち労働による身体エネノレギの消

耗の大きさーこれは労働の強l立と労働の時間の函数とみなすこ

とができる と，それとつかずはなれずの関係にある疲労の程

度とを指僚として， 適正な労働負J且の限度をきめねばならない

わけであるが，市j者はともかく，後者には方法的にまだ容易な

らぬ困難が残っている。しかしここに適正労働時間，ひいては

適正定員を導きうる鎚があるのであって， 問題はきわめて霊裂

であるといわざるをえない。

3 ところでこの労働が行われる深l立からは， 有害性と不安

全性とが追放されるとともに，働く人の~IlJからも，自己の{也Mt

と安全とを守るために， 十分の注怠が払われねばならない。い

いかえると . i羽生f目;:I'Jlと安全1ll;:I'Jlとに対する科学的基礎づけの

仕事を背負っているわけてずある。たとえば一酸化炭素中部(隊

道，蒸気後関車五li転室l . *l中毒(議電池再生作業主品l. 熱中症

(火力発電所. iili絡船汽缶室)などのような. ~従業性疾患が発生

する可能性をも っている現場の有密度や， そこに働し、ている人

々の|也康状態を調べて，どうすれば不卒な疾患からまぬがれう

るか， その主体的 ・ 客体的条件を IY:I らかにする ことがそれであ

るし，またけがの発生の原因，ことに人的側聞におけるそれー

ここには大多数を L本人の不注意1 に，その後これをし桜2i叶

に加する，いちじるしい偏向があるーを追求して，有効な防止

手段を指嫡することもそうである。

4 われわれ人間の行動が， とりわけ社会的集団のなかで，

感情的な論:l'Jlによって強くっき動かされていることを明らかに

したのは， 産業社会学の大きな貢献である。こうして労働意欲

とか，それを動かすものとかについての研究ふ労働科学の新

しい分野として登場してきた。

5 新しい環境改善技術としての色彩調節ー産業現場への，

色彩の後能主義的諮入ーも (1) 働く人のモラルの高揚 (2) 

仕事のしやすさによる能率の向上 (3) 疲労の舷滅 (4) 安全

皮の向上などの効栄によって， 労働科学のー倣J威として， その

存在をみとめられつつある。
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ろうどうかんけいほうれい 労働関係法令

1 治革 労働法は産業革命以後の工場労働における労働問

題をき足後として生れたものて、ある。工場労働者については，そ

・ のこく使，災害のひん発とその救済の不備，低託金等悲惨な生

活が記録されている。これは， 資本主義社会において当事者自

治による契約自由の原則をとるかぎり ，企業者の経済的優位と

これに対する労働者の劣弱な地位から生ずる必然的な結果であ

る。これに対し各国とも，当初はおもに人道的見地から労働条

件について保護的な法規制をlJJJえ ， その後労働者の悶結権や阿i

休交渉権などが確立されるにつれて近代的労働法規も発達し，

当初の慈恐的色彩も消失して労働者ーの諸村HIIが磁立した。わが

国の初期の労働法は，労働組合運動が未発達のため，その重点

は労働条{斗の法定， すなわち工減法等による女子 ・ 年少者の保

護および災袋の救済等におかれ， 同m罷業は治安望書主主法により

禁止された。第 l 次大i肢の不況時には職業紹介法 ・ 健康保険法

等が制定され. llfi承lに入って労働者災密扶助法・退職成立金お

よひ.退職手当法・尚店法等が漸次整備されたが，戦時体制への

移行に伴ないその歩みも途絶するに至った。戦後占領軍の民主

化政策の一裁として ， 労働法制は新慾法を先頭に急速かっ飛iffl目

的な鉱充をみ， その而目を一新した。

2 X主義 労働法とは労働力の支配関係を前提とし第 l に労

働者の自主的な団結による実質的な自由平等の確保と，適正な

労働条件の獲得，白I~ 2 に労使の自主的な交渉による労働関係の

解決と，その閤mないし不可能な場合における国家信盟関の介入

による労働朕i係の制強，第 3 に労使の自由な交渉により，労働

者がその生存を確保しうるような労働条例ーを獲得できない場合，

または使用者がその経済的優位を利用して側々の労働者を圧迫

し，その生存を危くする労働条件を甘受させようとする場合に

おける絶対確保すべき最低限の労働条件の保障等の目的のため，

国家による労働力支配への獄続的参加lをはかる法規とみること

ができ，そのかぎり契約自由を原Þlll とする資本主義法秩序の原

理!に修正を加えたものである。

3 現状 日本医líci:O去には労働法本権として (1) 労働村IT • 
労働義務 (2) 労働条件基準の法定 (3) 児輩こく使の禁止

(4) 聞記\1権 ・ 団体交渉陥 ・争議権等の保障をうたってレる(態法

担~27 ・ 28条)。このうち団結権 ・ 団体交渉fffi ・争議縫ぜτの保障の規

定(f，立法m 28 条)は，労働組合五lí iTÿJを対象とし，労働組合による

労働力支配に確認と保附とを与えたものであって ， これにもと

づき労働組合法(1昭和 24 法律封印 174 号l. 労働関係調整法 (IIr1手11

21 法律第 25 号l. 公共企業体等労働関係法(昭和 23 法律第 257
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